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資料1 

これまでの会議で提示したものから、変更している箇所については、

網掛けでお示ししています。 
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第１章 計画策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨 

わが国では、平成 26（2014）年 1 月に「障害者の権利に関する条約」を批准したことを受けて、

平成 28（2016）年 4 月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法、

平成 25 年法律第 65 号）」が施行され、また、平成 28（2016）年 4 月には「障害者の雇用の促進

等に関する法律の一部を改正する法律（改正障害者雇用促進法、平成 25 年法律第 46 号）」の施行、

平成 28（2016）年 5 月に「成年後見制度の利用の促進に関する法律（成年後見制度利用促進法、

平成 28 年法律第 29 号）」の施行など、障害者の権利擁護等を目的とする一連の国内法が整備され

ました。 

また、平成 28（2016）年 6 月には、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律及び児童福祉法の一部を改正する法律（障害者総合支援法及び児童福祉法の改正、平成 28 年法

律第 65 号）」が公布され、一部の規定を除き、平成 30（2018）年４月から施行されました。この

法律では、障害者が自らの望む地域生活を営むことができるよう、「生活」と「就労」に対する支援

の一層の充実、高齢障害者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するための見直し、障害児

支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援などが盛り込まれました。 

本市においても、これらの法の理念や制度の成り立ち等をふまえ、障害者・児が必要なサービスを

利用しながら地域で安心した生活を送れるよう、また社会参加の機会が確保されるよう、共生社会

の実現に向けたサービスの充実に努めてきました。 

しかし一方で、サービスの適切な供給体制や質の確保、障害者の高齢化や重度化、多様なニーズへ

の対応など、サービスの充実に向けてさまざまな課題が存在しており、障害者・児の日常生活・社会

生活への支援の一層の充実が求められています。 

本計画は、こうした課題や社会背景等をふまえ、「第 4 次堺市障害者長期計画」と歩調を合わせ

ながら、障害者・児の地域生活の支援や共生社会の実現に向けた目標も含め、本市におけるサービス

基盤の一層の充実に向け、その取組方向を定める計画として策定するものです。 

 

２ 計画の性格 

本計画は、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」

第 88 条に基づく市町村障害福祉計画と「児童福祉法」第 33 条の 20 に基づく市町村障害児福祉計

画を一体的に策定するものです。 

障害福祉計画は、障害者が自立した日常生活や社会生活を送ることができるよう、国の指針および

大阪府計画をふまえ、取組の成果目標、障害福祉サービスや地域生活支援事業等の提供に係る見込

量、体制確保のための方策等を定める計画です。本計画が第６期計画となります。 

障害児福祉計画は、障害児の健やかな育成や発達支援に向け、国の指針および大阪府計画をふま

え、取組の成果目標、障害児サービス等の提供に係る見込量、体制確保のための方策等を定める計画

です。児童福祉法の改正により平成 30（2018）年度からの計画策定が義務付けられ、本計画が第２

期計画となります。なお、障害児福祉計画の策定にあたっては、子ども・子育て支援事業計画との調

和を保ちつつ、障害児支援の体制整備において緊密な連携を図ることとされていることから、第２
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期障害児福祉計画には、「堺市子ども・子育て総合プラン（第 2 期堺市子ども・子育て支援事業計

画）」に定める子ども・子育て支援事業の種別ごとの利用量の見込と提供体制についても記載してい

ます。 

本市では、総合計画である「（仮称）次期堺市基本計画」が、市が策定する各種計画の最上位計画

に位置づけられています。また、本市は、「SDGs 未来都市」として選定する国の公募に対して、平

成 30（2018）年 3 月、人口減少や高齢化などの地域課題解決をめざす提案を行い、「SDGs 未来都

市」に選定されており、「堺市 SDGs 未来都市計画」（同年８月）を策定しています。 

本計画は、これらの「（仮称）次期堺市基本計画」、「堺市 SDGs 未来都市計画」をそれぞれ最上

位計画、上位計画と位置づけ、健康福祉分野の計画の基盤計画とする「堺あったかぬくもりプラン 4

（第 4 次堺市地域福祉計画）」、その他の関連分野の計画との整合性にも留意し、連携して推進し

ていきます。また、直接の上位計画にあたり、本市における障害者施策全般の方向性を定める「第 4

次堺市障害者長期計画」と調和のとれた計画とするため、基本理念や取組の推進に向けた基本的な

方針はこの計画に基づくものとします。 

なお、各事業については、計画策定時の事業内容や見込量を掲載しており、今後、より効率的・効

果的な手法を検討した上で、必要に応じて見直していきます。 

 

３ 計画の期間 

障害福祉計画・障害児福祉計画は、3 年を 1 期とするものとされています。第６期障害福祉計画、

第２期障害児福祉計画の計画期間は、いずれも令和３（2021）年度から令和５（2023）年度までの

3 年間となります。 

なお、第 4 次堺市障害者長期計画は平成 27（2015）年度から令和 5（2023）年度までの 9 年間

を計画期間としており、第６期障害福祉計画、第２期障害児福祉計画の期間はその後期 3 年間に相

当します。 
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第２章 計画の基本理念 

 

１ 基本理念 

本計画の基本理念は、上位計画である第４次障害者長期計画と同一の基本理念とします。 

 

障害者が住み慣れた地域で、主体的に、共生、協働のもと 

生き活きと輝いて暮らせる社会の実現 

 

基本理念の趣旨は以下のとおりです。 

○「障害者が住み慣れた地域で､主体的に」暮らすことのできる社会とは、障害者がその生活・人生

を尊重され、その人にとって、必要なサービスや支援を活用しながら、地域の中で自らの意思で自

立した生活を送ることができる社会を表しています。 

 

○「共生､協働のもと」で暮らすことのできる社会とは、障害に対する正しい理解と認識、個性と人

格を尊重する人権意識が社会全体に行きわたり、障害の有無に関わらず、全ての人が地域の中で

主体性をもってあたり前に生活できる社会、また、そうした地域を障害者、地域、行政が共につく

る社会を表しています。 

 

○「生き活きと輝いて暮らせる」社会とは、上記の地域社会が実現され、障害者が地域の中で安心し

て、心豊かに暮らしながら、それぞれの個性や能力を発揮し、生きがいをもって輝いて生きること

のできる社会を表しています。 

 

なお、「生き活き」とは、全ての人が元気で、活力のある質の高い生活の実現の願いを込め、この

ような表記にしています。 
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２ 取組の基本方針 

本計画は、障害福祉サービス等の提供と、その提供体制の確保に向けた取組等を定めることが主な

目的となります。その取組を進めていくうえでの基本的な方針は、第４次障害者長期計画と歩調を

合わせる必要があるため、同一の基本方針とします。 

 

◆障害者の人権の尊重、自己決定権の尊重 

人権とは、人間の尊厳に基づいて各人が持っている固有の権利であり、社会を構成する全ての人

が、自己決定権をもち、社会において幸福な生活を営むために重要な権利です。本市では、全ての人

が自由で平等に社会に参加・参画し、喜びや生きがいを感じながら生活の全ての場面でお互いの人

格を認め合う人権感覚にあふれた社会の実現をめざしています。 

障害者に対する差別は、重大な人権侵害であり、その解消に向け、社会全体で取り組んでいく必要

があります。また、自ら意思表明や意思決定する、障害者の自己決定権の尊重も重要です。施策展開

にあたっては、障害者の人権、自己決定権の最大限の尊重に留意しながら取組を進めます。 

 

◆ライフステージや障害特性等に配慮したとぎれのない支援、個人を尊重した支援の展開 

全ての人は、人間としてかけがえのない存在であり、個性を持った存在です。障害者への支援は、

それぞれの個人に寄り添う形で展開されなければなりません。障害者それぞれのライフステージや

障害の状態、障害特性、生活の状況などに応じて、必要な支援がとぎれなく、障害者の自立と社会参

加の支援という展望のもとで、適切に提供されるようにしていくことが必要となります。 

このためには、福祉、教育、保健、医療、労働など、質的、量的な拡充をはじめ、支援に関わるさ

まざまな分野の有機的な連携やコーディネート等の機能も求められます。また、発達障害、高次脳機

能障害、難病等により支援を必要とする人へも、「制度の谷間」を埋めるために、支援が行き届くよ

うな対応も重要となります。施策展開にあたっては、障害者の個人を尊重し、個々に応じた適切な支

援に配慮しながら取組を進めます。 

 

◆社会的障壁の除去、必要かつ合理的な配慮の行きわたる共生社会の実現 

障害者は、その障害ゆえに、生活にさまざまな困難を抱えていますが、それに加え、社会のさまざ

まな領域に存在する障壁が、障害者の生活を制限・制約するものとなっています。こうした障壁は、

ハード面のみならず、社会慣行や人々の考え方などのソフト面にも存在します。障害者の社会参加

や生活の安心において、こうした社会的障壁を取り除いていくこと（アクセシビリティの向上）が必

要となります。 

社会的障壁は、明らかに障害者差別として認識されるものもありますが、一見してわかりにくいも

のもあります。障害者に対する必要かつ合理的な配慮がなされないことは障害者差別であり、それ

は解消されなければなりません。施策展開にあたっては、社会における合理的配慮の促進に留意し、

取組を進めます。 

 

 



5 

 

３ 施策の方向性 

基本理念、基本方針をふまえ、施策を展開していくうえで、以下の方向性をめざすものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組の基本方針】 

 

◆障害者の人権の尊重、自己決定権の

尊重 

 

◆ライフステージや障害特性等に配

慮したとぎれのない支援、個人を尊

重した支援の展開 

 

◆社会的障壁の除去、必要かつ合理的

な配慮の行きわたる共生社会の実現 

【現状と課題】 

・手帳所持者の増加（知的、精神、障害児） 

・サービス需要量の増加 

・障害者の高齢化、重度化（医療的ケア、行動障害等） 

・サービス対象者、ニーズの多様化（高次脳機能障害、

発達障害、難病、障害児、依存症等） 

・家族の高齢化（家族介護力の低下） 

・相談支援等の体制の確保 

・サービス人材の確保と質の向上 

・地域で障害者を支える基盤の整備・強化 

・障害に対する理解不足、差別の解消 

・災害や感染症への対応 

【施策の方向性】 

取組の基本方針や国の基本指針をふまえ、障害者の人権尊重、個人を尊重した支援を展開 

サービスを通じた社会的障壁の除去、「地域共生社会」の実現をめざした施策を推進 

◆暮らしの場の整備促進 

◆相談支援の提供基盤の充実・強化、包括的な支援体制の推進 

◆地域生活への移行、一般就労への移行等の促進 

◆ニーズの多様化等に応じたサービス基盤の充実、質の向上 

◆医療的ケアや行動障害等への対応可能な基盤の整備促進、人材の育成 

◆精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

◆発達障害者等に対する支援 

◆障害児通所支援等の地域支援体制の整備 

◆障害福祉人材の確保 

◆社会参加の促進、交流促進、障害理解の促進 

◆災害や感染症への対応など地域生活の安心を支える体制整備と支援 
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第３章 第６期障害福祉計画 

 

１ 成果目標 

第６期障害福祉計画では、障害者等の自立支援の観点から、地域生活移行や就労支援等における課

題に対応するため、めざすべき成果目標を定めることとされています。本計画では、令和５年度を目

標年度とした成果目標を定めることになります。 

成果目標の基準は国が定めており、この基準をふまえた目標を設定することが基本となりますが、

大阪府において、国基準をふまえた考え方が示されており、本市では国の基準・大阪府の考え方をふ

まえて成果目標を設定するものとします。目標達成に向け、本計画における取組を進めていきます。 

【成果目標の設定】 

項目 国の基準 大阪府の考え方 
堺市の基準値 

又は現状 
堺市の目標 

福祉施設の

入所者の地

域生活への

移行 

令和5年度末時点で令和元年

度末の施設入所者の6％以上

が地域生活へ移行 

国基準に準じる 

令和元年度末 

施設入所者 

444人 

令和5年度末時

点で、27人が

地域生活へ移行 

令和5年度末時点の施設入所

者数を令和元年度末の施設入

所者数から1.6％以上削減 

国基準に準じる 

令和元年度末 

施設入所者 

444人 

令和5年度末の 

施設入所者 

436人 

精神障害に

も対応した

地域包括ケ

アシステム

の構築 

令和5年度末の精神病床にお

ける1年以上長期入院患者数

（65歳以上、65歳未満）を目

標値として設定 

令和5年度精神

科在院患者調査

における1年以

上の長期入院者

数8,688人 

（年齢区分は設

定しない） 

令和元年度精神

科在院患者調査

における1年以

上の長期入院者

数899人 

令和5年度精神

科在院患者調査

における1年以

上の長期入院者

数852人 

（年齢区分は設

定しない） 

令和5年度における入院後3

か月時点の退院率を69％以

上、入院後6か月時点の退院

率を86％以上、入院後1年時

点の退院率を92％以上とす

る 

国基準に準じる 

平成29年度 

3か月時点退院

率 71.0％、 

1年時点退院率

94.0％ 

国基準と同じ 

令和5年度末における精神障

害者の精神病床から退院後1

年以内の地域における生活日

数の平均を316日以上とする 

国基準に準じる － 

国基準と同じ 

（大阪府全体の

目標値） 

地域生活支

援拠点等の

整備 

地域生活支援拠点等につい

て、令和5年度末までに各市

町村又は各圏域に少なくとも

１つ以上確保しつつ、年１回

以上運営状況を検証及び検討

する 

国基準に準じる 
面的整備により 

設置済 

年１回以上運営

状況を検証及び

検討する 
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項目 国の基準 大阪府の考え方 
堺市の基準値 

又は現状 
堺市の目標 

福祉施設か

ら一般就労

への移行等 

令和5年度中に、就労移行

支援等を通じた一般就労へ

の移行者数を、令和元年度

実績の1.27倍以上とする 

国基準に準じる 
令和元年度 

188人 

令和5年度中の移

行者 

239人（※） 

 

就労移行支援を通じた

移行実績を令和元年度

実績の1.30倍以上 

国基準に準じる 
令和元年度 

113人 

令和5年度中の移

行者 

160人 

就労継続支援A型を通

じた移行実績を令和元

年度実績の1.26倍以上 

国基準に準じる 
令和元年度 

29人 

令和5年度中の移

行者 

40人 

就労継続支援B型を通

じた移行実績を令和元

年度実績の1.23倍以上 

国基準に準じる 
令和元年度 

25人 

令和5年度中の移

行者 

32人 

令和5年度における就労移

行支援事業等を通じた一般

就労への移行者のうち７割

が就労定着支援事業を利用

する 

国基準に準じる － 国基準と同じ 

令和5年度における就労定

着支援事業所のうち就労定

着率が８割以上の事業所を

全体の７割以上とする 

国基準に準じる － 国基準と同じ 

工賃の向上 － 

個々の就労継続支

援B型事業所にお

いて設定した目標

額 

令和元年度 

10,207円 

令和5年度 

17,443円 

相談支援体

制の充実・

強化等 

令和５年度末までに、各市

町村又は各圏域において、

総合的・専門的な相談支援

の実施及び地域の相談支援

体制の強化を実施する体制

を確保 

令和５年度末まで

に、基幹相談支援

センターを全市町

村に設置する 

相談支援体制の充

実・強化 

平成24年度

に基幹相談支

援センターを

設置済 

令和５年度末ま

でに、基幹相談

支援センターを

中心に、主任相

談支援専門員と

協働しながら、

総合的・専門的

な相談支援を実

施し、また相談

支援体制も強化

する 

 ※自立訓練等からの就労移行を含む。 
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項目 国の基準 大阪府の考え方 
堺市の基準値 

又は現状 
堺市の目標 

障害福祉サ

ービス等の

質を向上さ

せるための

取組に係る

体制の構築 

令和５年度末までに、障害

福祉サービス等の質を向上

させるための取組を実施す

る体制を構築 

・報酬請求エラー

の多い項目につい

て集団指導等の場

での注意喚起 

・審査事務を担う

市町村と連携体制

を構築 

・指定権限を有す

る市と協議する場

を設置 

－ 

令和5年度末まで

に、障害福祉サー

ビス等の質を向上

させるため、下記

の取組を実施する

体制を構築する 

・報酬請求エラー

の多い項目につい

て集団指導等の場

で注意喚起を行う 

・適切な障害福祉

サービス等の提供

の促進を図るた

め、大阪府等と連

携し、適正な指導

監査等の実施を推

進する 

＜参考：第5期障害福祉計画における成果目標の目標値と進捗状況＞ 

項目 国の基準 
大阪府の 

基準 

堺市の 

目標値 

実績値 

平成30年 令和元年 

福祉施設の

入所者の地

域生活への

移行 

平成28年度末時点の施設入所

者数の9％以上が令和2年度末

までに地域生活へ移行 

国基準と

同じ 
累計41人 累計15人 累計21人 

平成28年度末時点の施設入所

者数から令和2年度末までに

2％以上削減 

国基準と

同じ 

令和2年度

末入所者

数444人 

449人 444人 

精神障害に

も対応した

地域包括ケ

アシステム

の構築 

令和2年度末までに圏域ごと

に、精神障害者地域移行・地域

定着推進協議会などの保健、

医療、福祉関係者による協議

の場を設置 
国基準と

同じ 

令和2年度

末までに

設置 

未設置 未設置 

令和2年度末までに市町村ご

とに、協議会やその専門部会

など保健、医療、福祉関係者に

よる協議の場を設置 

令和2年度末の精神病床にお

ける1年以上長期入院患者数

（65歳以上、65歳未満）を目

標値として設定（目標値は入

院受療率等に基づく算定値か

ら各都道府県で設定） 

令和2年６

月末時点の

精神病床に

おける1年

以上長期入

院患者数

8,823人 

898人 917人 899人 
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項目 国の基準 
大阪府の 

基準 

堺市の 

目標値 

実績値 

平成30年 令和元年 

 

入院後3か月時点の退院率を

69％以上 

国基準と

同じ 

国基準と

同じ 

平成29年度 

3か月時点退院率 

71.0％、 

1年時点退院率 

94.0％ 

（国の公表データによる） 

入院後6か月時点の退院率を

84％以上 

国基準と

同じ 

国基準と

同じ 

入院後1年時点の退院率を

90％以上 

国基準と

同じ 

国基準と 

同じ 

地域生活支

援拠点等の

整備 

地域生活支援拠点等につい

て、令和2年度末までに各市町

村又は各圏域に少なくとも１

つを整備 

国基準と

同じ 

面的整備により、 

平成29年4月に整備済 

福祉施設か

ら一般就労

への移行等 

令和2年度中の一般就労への

移行実績を平成28年度実績の

1.5倍以上 

令和2年度中

の一般就労

への移行実

績を平成28

年度実績の

1.3倍以上 

146人 172人 188人 

令和2年度末の就労移行支援

利用者数を平成28年度末の

1.2倍以上 

国基準と

同じ 
276人 277人 279人 

令和2年度末において、就労移

行率3割以上の就労移行支援

事業所が、事業所全体の5割以

上 

国基準と

同じ 
5割以上 68％ 58％ 

就労定着支援事業による支援

を開始した時点から一年後の

職場定着率が8割以上 

国基準と

同じ 
8割以上 ― 96％ 

工賃の向上 ― 

個々の就労

継続支援Ｂ

型事業所に

おいて設定

した目標額

（平均値） 

12,546円 10,229円 10,207円 
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２ 障害福祉サービス等の見込 

 

（１）訪問系サービス 
【事業内容】 

居宅介護 

ホームヘルパーが自宅を訪問して、入浴、排せつ、食事等の介護、調理、

洗濯、掃除等の家事、生活等に関する相談や助言など、生活全般にわたる援

助を行います。 

重度訪問介護 

重度の肢体不自由や行動障害により常に介護を必要とする人の日常生活

を支援するため、自宅での介護や家事、外出時の移動支援、医療機関に入院

した場合に介護方法などを医療従事者に伝達する支援などを総合的に行い

ます。 

同行援護 

視覚障害により移動に著しい困難を有する人が外出する際、本人に同行

し、移動に必要な情報の提供や、移動の援護など、外出する際に必要な援助

を行います。 

行動援護 

知的障害や精神障害により、行動に著しい困難を有する人が、行動する際

に生じ得る危険を回避するために必要な援護、外出時における移動中の介護

のほか、行動する際に必要な援助を行います。 

重度障害者等包

括支援 

常に介護を必要とする人のなかでも、特に介護の必要度が高い人に対し

て、居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、生活介護、短期入所な

どの複数のサービスを包括的に提供します。 

 

 

【見込量算定の考え方】 

第 6 期計画の見込量は、実績値の推移をふまえた見込を中心とすることに加え、「堺市障害者等

実態調査」の結果を活用した潜在的なニーズを把握し、その上乗せも含めて見込量を設定していま

す。 

訪問系サービスについては、各サービスの利用実績の伸び方をふまえ、実態調査のデータから、

「サービスを利用したいが利用できていない」と回答している人の割合を集計し、それを潜在的な

利用率と見なして第 6 期計画期間で実現する想定として上乗せし、見込量を設定しています。 
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【訪問系サービスの見込量】 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

居宅介護 
利用人数（人/月） 2,945 3,119 3,306 

利用時間（時間/月） 54,527 57,748 61,210 

重度訪問介護 
利用人数（人/月） 234 238 242 

利用時間（時間/月） 37,800 38,446 39,092 

同行援護 
利用人数（人/月） 331 339 349 

利用時間（時間/月） 9,224 9,446 9,725 

行動援護 
利用人数（人/月） 92 110 131 

利用時間（時間/月） 2,406 2,877 3,426 

 

＜訪問系サービス（合計）の利用人数・利用時間見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の方策】 

○障害特性に応じた対応力の向上などサービスの質の向上に向け、医療的ケアが必要な方や行動障

害のある方への支援に係る知識など、事業所職員のスキルアップにつながる研修を行い、積極的

に職員の人材育成や事業所支援に取り組みます。 

○労働環境の改善や業務効率の向上等についての優れた取組を行っている事業所等を表彰するな

ど、職員の技術の向上や人材の確保及び定着の支援に努めます。 

○必要な人が必要なサービスを利用できるよう、サービスについての周知啓発に努めます。また、相

談支援事業者等とも連携し、サービス利用を促進します。 

○事業者が、継続的に安定した運営が図れるよう、国に対して、適正な報酬単価となるよう働きかけ

ます。 
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（２）日中活動系サービス、療養介護、短期入所 
【事業内容】 

生活介護 

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行いま

す。また、創作的活動や生産活動の機会を提供します。 

常時介護が必要な障害支援区分３以上（50歳以上の場合は区分２以上）の

方が対象となります。なお、入所の場合は基本的に区分４以上（50歳以上の

場合は区分３以上）が対象となります。 

自立訓練 

（機能訓練） 

（生活訓練） 

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能また

は生活能力の向上のために必要な訓練を行います。 

機能訓練については、地域生活を営む上で身体機能の維持・回復などの支

援が必要な方が対象となります。 

生活訓練については、地域生活を営む上で生活能力の維持・向上などの支

援が必要な方が対象となります。 

なお、生活訓練の対象者のうち、日中、一般就労や障害福祉サービスを利

用している方などに、一定期間、居住の場を提供して帰宅後における生活能

力等の維持・向上のための訓練を行う宿泊型自立訓練のサービスもありま

す。 

就労移行支援 

一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能

力の向上のために必要な訓練を行います。一般就労に必要な知識・能力を養

い、本人の適性に見合った職場への就労と定着をめざすサービスです。 

就労継続支援 

（Ａ型・Ｂ型） 

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供します。また、知識及び

能力の向上のために必要な訓練を行います。 

Ａ型については、雇用契約に基づいて就労することが可能な方が対象とな

ります。 

Ｂ型については、就労経験のある方や、就労移行支援事業等を利用したが

一般就労が難しいと判断された方などが対象となります。このサービスを通

じて生産活動や就労に必要な知識や能力が高まった方は、就労継続支援Ａ型

や一般就労への移行をめざします。 

就労定着支援 

就労移行支援等の利用を経て一般就労へ移行した障害者で、就労に伴う環

境変化により生活面の課題が生じている人に対し、企業や関係機関等との連

絡調整や指導・助言等を通じて、課題解決に向けた必要な支援を行います。 

療養介護 

医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看

護、介護及び日常生活の世話を行います。長期入院による医療的ケアが必要

で、一定の要件を満たした方が対象となります。 

短期入所 

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設において、

入浴、排せつ、食事の介護等を行います。 

介護を行う人が介護できない場合に、短期間の入所が必要な方（障害支援区

分1以上、該当する障害児も含む）が対象となります。介護者のレスパイトサ

ービスとしての役割も担います。 
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【見込量算定の考え方】 

生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援（Ｂ型）、短期入所については、各サービスの

利用者数の実績に、実態調査のデータから、「サービスを利用したいが利用できていない」と回答し

ている人の割合から算定した潜在的な利用者数を上乗せし、見込量を設定しています。 

就労継続支援（Ａ型）については、サービスの利用実績が大きく伸びていますが、サービスの質の

確保等が課題となっていることから、質の確保の観点と現状の事業所の動向等もふまえ、令和 5 年

度の利用者数を 423 人として見込量を設定しています。 

就労定着支援については、成果目標で、令和 5 年度における就労移行支援等を通じた一般就労へ

の移行者のうち 7 割が就労定着支援を利用するとしていることから、この目標をふまえ、令和 5 年

度の利用者数を 168 人として見込量を設定しています。 

療養介護については、現状の利用人数がこのまま継続するものとして見込量を設定しています。 

 

 

【日中活動系サービス、療養介護、短期入所の見込量】 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

生活介護 
利用人数（人/月） 2,302  2,444  2,615  

利用日数（人日/月） 43,918  46,639  49,886  

自立訓練 

（機能訓練） 

利用人数（人/月） 38  44  50  

利用日数（人日/月） 427  494  562  

自立訓練 

（生活訓練） 

利用人数（人/月） 92  97  106  

利用日数（人日/月） 1,342  1,415  1,531  

就労移行支援 
利用人数（人/月） 309  333  360  

利用日数（人日/月） 5,005  5,471  6,036  

就労継続支援 

（Ａ型） 

利用人数（人/月） 403  413  423  

利用日数（人日/月） 7,472  7,658  7,843  

就労継続支援 

（Ｂ型） 

利用人数（人/月） 2,543  2,765  3,008  

利用日数（人日/月） 42,078  45,762  49,780  

就労定着支援 利用人数（人/月） 110  135  168  

療養介護 利用人数（人/月） 135  135  135  

短期入所 
利用人数（人/月） 829  840  853  

利用日数（人日/月） 5,411  5,486  5,568  
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＜日中活動系サービス（合計）の利用人数・利用日数見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、就労定着支援の合計 

 

 

＜短期入所の利用人数・利用日数見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の方策】 

【生活介護】 

○医療的ケアを必要とする障害者の受け入れができるよう、看護職員の配置に要する経費に対して

補助を行う「生活介護事業所機能強化事業」の活用を図っていきます。 

【自立訓練】 

○健康福祉プラザ内の生活リハビリテーションセンターをはじめ、効果的な自立訓練事業を推進し、

地域での自立生活に必要な社会生活力の維持・向上に努めます。 

【就労移行支援】 

○就労移行支援事業所が効果的な支援ができるよう、雇用、福祉、教育等の関係機関との有機的な連

携を行いながら、利用者の増加と一般就労への移行者数の増加を図ります。 
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【就労継続支援】 

○健康福祉プラザ内の授産活動支援センターにおいて、就労継続支援事業所等への工賃の向上に向

けての取組や、企業や商工団体等とのネットワーク構築を図り、授産製品や役務の受発注のとり

まとめなど授産活動への総合的な取組に努めます。 

○就労継続支援Ａ型事業所については、就労支援におけるサービス内容の適正化や支援の質の向上

等に向けた取組を進めます。 

【就労定着支援】 

○就労定着支援事業所において利用者が円滑に就労定着できるよう、障害者就業・生活支援センタ

ーの活用を図っていきます。 

【短期入所】 

○医療的ケア等の必要な利用者の受入れに必要な体制の確保ができるよう、引き続き事業者への助

成を行います。 

○短期入所の緊急利用に向け、事業所における緊急受け入れ枠の確保を引き続き行います。また、介

護者の急病などにより介護を受けられなくなる障害者の支援ができるよう、既存の障害福祉サー

ビスや短期入所事業所と連携しながら「緊急時対応事業」の活用を図っていきます。 

○短期入所の長期利用を解消するために、個々の状況に応じて、安定した生活に向けた支援を進め

ていきます。 

【その他】 

○質の高い介護人材を安定的に確保し、利用者に対して必要かつ十分な介護が行えるよう、国に対

して、適切な人員配置基準の見直しや、それに見合う適正な報酬単価の設定を働きかけます。 
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（３）居住系サービス 
【事業内容】 

共同生活援助 

（グループホーム） 

共同生活を営む住居で、主に夜間において、相談、入浴、排せつまた

は食事の介護、その他の日常生活上の援助を行います。地域生活を営む

うえで、日常生活上の援助が必要な障害者が対象となります。 

施設入所支援 

施設に入所する人に、主に夜間において、入浴、排せつ、食事の介

護、生活等に関する相談・助言のほか、必要な日常生活上の支援を行い

ます。主に障害支援区分４以上（50歳以上の方は区分３以上）の人が対

象となります。生活介護などの日中活動とあわせて、障害者の日常生活

を一体的に支援するサービスです。 

 

【見込量算定の考え方】 

共同生活援助（グループホーム）については、令和元年度の利用実績を出発点とし、そこに入所施

設からの地域移行者、精神科病院からの退院者、在宅の障害者で、将来のサービス利用のニーズがあ

り、比較的早期に利用が望まれる人など、新規利用者となる人数を積み上げる形で設定しています。 

施設入所支援については、成果目標をふまえ、令和 5 年度の施設入所者数を 436 人とし、順次利

用者数を減らしていくものとして見込量を設定しています。 

 

【居住系サービスの見込量】 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

共同生活援助 

（グループホーム） 
利用人数（人/月） 1,004 1,062 1,119 

施設入所支援 利用人数（人/月） 440 438 436 

 

＜共同生活援助、施設入所支援の利用人数見込＞ 
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【今後の方策】 

○共同生活援助（グループホーム）については、引き続き、基盤の拡充を推進します。また、医療的

ケアや行動障害などにも対応できるよう機能強化の充実を進めます。 

○重度化・高齢化が進んでも、障害者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、暮らしの場の１つ

として、常時の支援体制が確保されている日中サービス支援型共同生活援助の活用を図ります。 

○入居者の個々の状況に応じた適切な支援ができるよう、グループホームの運営を担うサービス管

理責任者等を対象に研修を行います。 

○地域移行を進めるため、関係機関、相談支援事業者等とも連携し、施設退所者、精神科病院退院者

の移行先候補の１つとしてグループホームの活用を図ります。 

○利用者が安心してサービスを利用することができるように、国に対して、報酬単価の見直しや運

営体制の強化について働きかけます。 
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（４）相談支援等 
【事業内容】 

計画相談支援 

障害福祉サービスの利用申請時の「サービス等利用計画案」の作成、サー

ビス支給決定後の連絡調整、「サービス等利用計画」の作成を行います。ま

た、作成された「サービス等利用計画」が適切かどうか定期的なモニタリン

グを実施し、必要に応じて見直しを行います。 

地域相談支援 

（地域移行支援） 

障害者支援施設等に入所している人や精神科病院に入院している人を対

象に、住居の確保や地域生活に移行するための活動に関する相談、外出時

の同行、障害福祉サービスの体験的な利用支援など、施設・病院から退

所・退院して地域生活に円滑に移行できるように支援を行います。 

地域相談支援 

（地域定着支援） 

障害者支援施設等や精神科病院から退所・退院した人や、家族との同居

から一人暮らしに移行した人、地域生活が不安定な人などを対象に、地域

生活が継続できるように相談や緊急時の訪問などの支援を行います。 

自立生活援助 

障害者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移行を希望する

知的障害者や精神障害者等について、本人の意思を尊重した地域生活を支

援するため、定期的な巡回訪問や随時の対応により、支援を行うサービス

です。 

 

 

【見込量算定の考え方】 

計画相談支援については、障害福祉サービスの利用者全てが利用するという原則を意識しつつ、

見込量を設定しています。障害福祉サービスの利用者・計画作成済みの人数の推移もふまえながら、

障害福祉サービス支給決定者のうち、計画作成した人の割合をさらに高めていくものとし、第6期計

画では、令和5年度に障害福祉サービス支給決定者のおおむね80％が計画作成している状況をめざ

すものとして見込量を設定しています。 

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）については、現状の利用者の状況に加え、入所施設

や精神科病院等からの地域移行の成果目標をふまえ、見込量を設定しています。 

自立生活援助については、利用実績の現状をふまえ、見込量を設定しています。 
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【相談支援等の見込量】 
 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

計画相談支援 3,329 3,774 4,280 

（サービス利用支援） 476 539 611 

（継続サービス利用支援） 2,853 3,235 3,669 

地域相談支援 226 227 227 

（地域移行支援） 6 7 7 

（地域定着支援） 220 220 220 

自立生活援助 9 12 15 

 

＜相談支援等の利用人数見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の方策】 

○計画相談支援については、サービスを提供する計画相談支援事業者・相談支援専門員の一層の拡

大を進めていきます。 

○相談支援従事者初任者研修において、毎年度の研修修了者を出すことで、新規の相談支援専門員

の増員を進めていきます。 

○各区の基幹相談支援センター及び健康福祉プラザの総合相談情報センターを中心として、平成30

年度に創設された主任相談支援専門員とも役割分担・協働しながら、相談支援専門員のスキルア

ップを図り、相談支援の質の向上を進めていきます。 

○相談支援の関係機関のネットワークを強化し、情報共有や連携を深め、相談支援の充実・強化を図

ります。 

○入所等からの地域生活への移行については、引き続き、本人やその家族、施設職員等の地域生活へ

の移行の理解促進に取り組みます。また、移行後も、地域での生活を継続できるよう、相談支援等

の充実を図ります。 

○精神科病院における長期入院者の地域生活への移行に向けて、精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステムの構築を進めていきます。 

○相談支援の報酬単価の見直しや運営体制の強化について、引き続き、国への働きかけを行います。 
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（５）地域生活支援事業 
地域生活支援事業は、障害者や障害児がその有する能力や適性に応じて、自立した生活を営むこ

とができるように柔軟な事業形態により実施するもので、必須事業（法律上実施しなければならな

い事業）と任意事業（市町村の判断により実施できる事業）があります。 

【事業内容】 

（必須事業） 

理解促進研修・啓発事業 
地域住民に対して、障害者への理解を深めるための研修会やイベント

の開催、啓発活動などを行います。 

相談支援事業  

 障害者相談支援事業 

障害当事者や介護者等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助
言、サービスの利用支援等を行います。また、虐待の防止や、その早期
発見のための関係機関との連絡調整、障害者の権利擁護のために必要な
援助などを行います。 

 
基幹相談支援センタ

ー等機能強化事業 

基幹相談支援センターにおいて、専門的職員（弁護士、社会保険労務
士等）による相談支援機能の強化を行います。 

 住宅入居等支援事業 
公営住宅や民間賃貸住宅への入居を希望しているが、保証人がいない

等の理由により入居が困難な障害者に対し、入居に必要な支援を行いま
す。 

 
障害児等療育支援事

業 

障害児及び療育が必要な児童の地域における生活を支えるため、身近
な地域で療育指導、相談等が受けられる支援体制の充実を行います。 

 
発達障害者支援セン

ター運営事業 

発達障害児（者）への支援を総合的に行う専門的機関において、発達
障害児者とその家族に対して相談、指導・助言等の支援を行います。 

成年後見制度利用支援事

業 

判断能力が十分でなく、成年後見制度の利用が有効と認められる障害
者に対して、成年後見制度の申立てに要する経費、後見人等の報酬を助
成し、成年後見制度の利用を支援します。 

意思疎通支援事業  

 

手話通訳者派遣事業 

要約筆記者派遣事業 

手話通訳者設置事業 

聴覚障害や音声・言語機能に障害のある人に対して、手話通訳者や要
約筆記者の派遣、手話通訳者の配置により、意思疎通支援を行います。 

 

重度障害者入院時コ

ミュニケーション事

業 

重度の障害のため意思疎通に支援が必要な方が入院された場合に、普
段利用しているホームヘルパーやガイドヘルパーを「コミュニケーショ
ン支援員」として病院に派遣し、病院のスタッフの方との意思疎通の仲
介を行うことにより、安心して医療を受けられる環境を確保します。 

意思疎通支援者養成研修

事業 

コミュニケーションを図ることが困難な障害者の自立と社会参加を
促進するため、養成講座等を通じ手話奉仕員、手話通訳者及び要約筆記
者などの育成を図ります。 

盲ろう者通訳・介助者派遣

事業 

18歳以上の盲ろう者（視覚と聴覚に重複して重度の障害がある方）で
身体障害者手帳の１級または２級の交付を受けた方に対して、自立と社
会参加を促進するため、日常生活で通訳・介助が必要な時に通訳・介助
者を派遣します。 

日常生活用具給付等事業 
障害者の日常生活上の便宜を図るための用具について、給付等を行い

ます。 

移動支援事業 
屋外の移動が困難な障害者に対して、社会参加を促進するため、外出

のための支援を行います。 

地域活動支援センター 
気軽に利用できる自由な交流の場としての居場所を提供し、創作的活

動や生産活動の機会の提供、生活の相談、社会との交流の促進等の支援
を行います。 

発達障害者支援地域協議

会による体制整備事業 

発達障害者支援の関係者等が、地域における発達障害者の支援体制に
関する課題について情報を共有し、連携の緊密化を図り、地域の実情に
応じた体制の整備について協議を行います。 
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（任意事業） 

日中一時支援事業 
障害児者の日中活動の場を確保し、家族の就労支援や一時的な休息

を図ります。 

訪問入浴事業 
施設入浴が困難な身体障害者等の居宅を訪問し、浴槽を提供して入

浴の介護を行います。 

視覚障害者生活訓練事業 
視覚障害者を対象に、通所または訪問により、歩行・点字・機器操作

訓練・日常生活訓練等を行います。 

 

【見込量算定の考え方】 

各事業の見込量については、現状の利用実績の伸び方をふまえて見込量を設定しています。なお、

箇所数などの見込については、基盤整備の状況をふまえて見込量を設定しています。 

 

【地域生活支援事業の見込量】 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

必須事業    

理解促進研修・啓発事業 有無 有 有 有 

相談支援事業    

 障害者相談支援事業 箇所 8 8 8 

 基幹相談支援センター 有無 有 有 有 

 基幹相談支援センター等機能強化事業 有無 有 有 有 

 
住宅入居等支援事業（居住サポート事
業） 

有無 有 有 有 

 障害児等療育支援事業 箇所 8 8 8 

 
発達障害者支援センター運営事業 

箇所 1 1 1 

 人/年 1,997 2,016 2,035 

成年後見制度利用支援事業 人/年 50 60 70 

意思疎通支援事業    

 

手話通訳者派遣事業※1 

人/年 220 225 231 

 件/年 3,007 3,157 3,315 

 時間/年 4,421 4,642 4,874 

 

要約筆記者派遣事業※1 

人/年 20 21 22 

 件/年 178 186 196 

 時間/年 997 1,046 1,099 

 手話通訳者設置事業 人/年 8 8 8 

 
重度障害者入院時コミュニケーション
事業 

件/年 715 715 715 

意思疎通支援者養成研修事業    

 手話通訳者養成入門コース 人/年 20 20 20 

 
手話通訳者養成講座※2 

人/年 4 4 4 

 人/年 20 20 20 

 
要約筆記者養成講座※2,3 

人/年 3 2 4 

 

人/年 13 0 20 

盲ろう者通訳・介助者養成事業 
（登録者数）※4 

人/年 30 30 30 

失語症者向け意思疎通支援者養成研修
事業（登録者数）※4 

人/年 10 10 10 

盲ろう者通訳・介助者派遣事業 
件/年 1,975 2,025 2,075 

時間/年 7,900 8,100 8,300 

日常生活用具給付等事業    

 介護・訓練支援用具 件/年 70 73 76 

 自立生活支援用具 件/年 264 275 286 

 在宅療養等支援用具 件/年 187 198 209 

 情報・意思疎通支援用具 件/年 205 203 201 

 排泄管理支援用具 件/年 25,776 27,232 28,688 

 居宅生活動作補助用具（住宅改修費） 件/年 40 43 46 
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 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

移動支援事業 
人/年 3,869 3,919 3,969 

時間/年 547,246 554,319 561,391 

地域活動支援センター※5 
箇所 16 16 16 

人/年 600 600 600 

発達障害者支援地域協議会による体制整備事業    

 協議会の開催回数 回/年 １ １ １ 

任意事業    

日中一時支援事業 人日/年 7,495  7,773  8,051  

訪問入浴事業 人/年 77 84 91 

視覚障害者生活訓練事業 人/年 109 109 109 

※1 上段：利用者数  中段：派遣件数  下段：派遣時間数  

※2 上段：登録試験合格者数  下段：養成講座修了者数  

※3 養成講座２ヵ年コースで実施  

※4 大阪府と合同実施のため、大阪府全体数値 

※5 利用者数については、利用登録者のうち、3月に利用した実利用人数 

 

【今後の方策】 

○相談支援事業については、各区の基幹相談支援センター、健康福祉プラザの総合相談情報センタ

ーを中心として、計画相談支援との適切な役割分担・連携のもと、相談支援の質の向上を図りま

す。発達障害者支援センターについては、発達障害に特化した高度な専門機関として、関係機関の

後方支援および相談支援・発達支援・就労支援・研修啓発事業を引き続き行います。 

○成年後見制度利用支援事業については、障害者の権利擁護を図るため、成年後見制度を必要とす

る人が制度利用に繋がるよう、引き続き市民や支援者を対象とした研修の実施など利用促進に向

けた取組を行います。 

○意思疎通支援事業については、「市民向け手話講習会」を全７区で開催することにより、手話の普

及を図ります。また、視覚・聴覚障害者センターにて、養成、登録試験、派遣、現任研修を一貫し

て行うことにより、登録手話通訳者、要約筆記者のさらなるスキルアップを図ります。 

○日常生活用具等給付事業については、ニーズをふまえながら必要な用具等が給付できるように制

度の運営を進めます。 

○移動支援事業については、地域での自立生活及び社会参加の促進に必要な事業であり、安定した

サービスが供給できるよう、人材の確保やサービスの質の向上などを図ります。また、個別給付化

を国に要望していきます。 

○重度障害者の社会参加を促進するため、重度訪問介護などを利用している重度障害者が就学や就

業するために必要な支援を提供します。 

○地域活動支援センターについては、障害者個人のニーズにあわせて自らがプログラムを自由に選

択し、利用できることを基本としながら、居場所、生きがい、余暇活動の支援など、障害者の生活

を多面的に支援する日中活動の場としての機能充実を進めます。 

○日中一時支援事業については、障害児者の日中活動の場及び家族の就労支援や介護負担軽減につ

ながる事業であり、安定したサービスが供給できるよう、人材の確保やサービスの質の向上など

を図ります。また、個別給付化を国に要望していきます。 

○その他の任意事業については、利用者のニーズを把握しつつ、より使いやすい制度となるよう取

組を進めます。 
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第４章 第２期障害児福祉計画 

 

１ 成果目標 

障害児福祉計画では、障害児支援等における課題への対応に向け、めざすべき成果目標を定めるこ

ととされています。第２期障害児福祉計画では、令和５年度を目標年度とした成果目標を定めるこ

とになります。 

成果目標の基準は国が定めており、この基準をふまえた目標を設定することが基本となりますが、

大阪府において、国基準をふまえた考え方が示されており、本市では国の基準・大阪府の考え方をふ

まえて成果目標を設定するものとします。目標達成に向け、本計画における取組を進めていきます。 

 

【成果目標の設定】 

項目 国の基準 大阪府の考え方 
堺市の基準値 

又は現状 
堺市の目標 

障害児支援

の提供体制

の整備等 

令和５年度末までに、児童

発達支援センターを各市町

村に少なくとも１か所以上

設置 

国基準に準じる 
令和元年度 

４箇所 

国基準と同じ 

（整備済） 

令和５年度末までに、すべ

ての市町村において、保育

所等訪問支援を利用できる

体制を構築 

国基準に準じる 
令和元年度 

5箇所 
7箇所 

令和５年度末までに、主に

重症心身障害児を支援する

児童発達支援事業所及び放

課後等デイサービス事業所

を各市町村に少なくとも1

か所以上確保 

国基準に準じる

（ただし、大阪

府内の重症心身

障害児の人数で

目標値を設定） 

令和元年度 

６箇所 

（多機能型を

含む） 

9箇所 

令和５年度末までに、医療

的ケア児支援のための保

健、医療、障害福祉、保育、

教育等の関係機関等が連携

を図るための協議の場を設

置 

医療的ケア児等に関するコ

ーディネーターを配置 

国基準に準じ、

協議の場を設置

し、協議の場

に、関連分野の

支援を調整する

コーディネータ

ーを地域の実情

に応じて福祉関

係1人、医療関

係1人を配置す

る 

平成30年度に協議の場を設置済 

令和2年度に医療的ケア児等に関

するコーディネーターを配置済 

また、協議の場において、福祉

関係及び医療関係のコーディネ

ーターが各1人以上参画済 
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＜参考：第１期障害児福祉計画における成果目標の目標値と進捗状況＞ 

項目 国の基準 
大阪府の 

基準 

堺市の 

目標値 

実績値 

平成30年 令和元年 

障害児支援の

提供体制の整

備等 

令和2年度末までに、児童発達

支援センターを各市町村に1箇

所以上設置 

国基準と

同じ 

昭和49年

4月に 

整備済 

５箇所 ４箇所 

令和2年度末までに、全ての市

町村において、保育所等訪問支

援を利用できる体制を構築 

国基準と

同じ 
７箇所 ６箇所 ５箇所 

令和2年度末までに、主に重症

心身障害児を支援する児童発

達支援事業所及び放課後等デ

イサービス事業所を各市町村

に1箇所以上確保 

国基準と 

同じ 
９箇所＊ ５箇所＊ ６箇所＊ 

平成30年度末までに、各都道府

県、各圏域及び各市町村におい

て、医療的ケア児支援のため

の、保健、医療、障害福祉、保

育、教育等の関係機関等が連携

を図るための協議の場を設置 

国基準と

同じ 

平成30年

度末まで

に設置 

設置済 設置済 

＊多機能型を含む 
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２ 障害児サービス等の見込 

 

（１）障害児サービス 
【事業内容】 

児童発達支援・医療

型児童発達支援 

日常生活における基本的動作の指導、知識や技能の付与または集団生活

への適応のための訓練など通所支援を行います。「福祉型」と、治療も行う

「医療型」があります。 

居宅訪問型児童発

達支援 

重症心身障害児などの重度の障害児等で、通所支援を受けるために外出

することが難しい障害児を対象に、居宅を訪問して児童発達支援等のサー

ビスを提供します。 

放課後等デイサー

ビス 

学校就学中の障害児が、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活

能力向上のための訓練等を継続的に提供することにより、障害児の自立を

促進し、放課後等の居場所をつくります。 

保育所等訪問支援 
児童指導員や保育士が保育所等を訪問し、障害児や保育所職員等に対し、

障害児が集団生活に適応するための専門的な支援を行います。 

障害児相談支援 

障害児が児童発達支援、放課後等デイサービス等を利用する際に、障害

児支援利用計画を作成し、サービス利用後に一定期間ごとにモニタリング

を行う等の支援を行います。 

 

【見込量算定の考え方】 

児童発達支援、医療型児童発達支援、居宅訪問型児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等

訪問支援については、各サービスの利用実績の伸び方をふまえ、実態調査のデータから、「サービス

を利用したいが利用できていない」と回答している人の割合から算定した潜在的な利用者数を上乗

せし、見込量を設定しています。 

障害児相談支援については、障害児サービスの利用者すべてが利用するという原則を意識しつつ、

見込量を設定しています。障害児サービスの利用者・計画作成済みの人数の推移もふまえながら、障

害児サービス支給決定者のうち、計画作成した人の割合を高めていくものとし、第 6 期計画では、

令和５年度に障害児サービス支給決定者のおおむね 80％が計画作成している状況をめざすものと

して見込量を設定しています。 
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【障害児サービスの見込量】 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

児童発達支援 
利用人数（人/月） 904 914 924 

利用日数（人日/月） 5,801 5,866 5,930 

医療型児童発

達支援 

利用人数（人/月） 52 51 50 

利用日数（人日/月） 409 401 393 

居宅訪問型児

童発達支援 

利用人数（人/月） 1 1 1 

利用回数（回/月） 2 2 2 

放課後等デイ

サービス 

利用人数（人/月） 2 932 2,961 2,990 

利用日数（人日/月） 22,914 23,142 23,368 

保育所等訪問

支援 

利用人数（人/月） 80 90 100 

利用回数（回/月） 120 135 150 

障害児相談支

援 
利用人数（人/月） 537 664 804 

 

＜児童発達支援の利用人数・利用日数見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童発達支援、医療型児童発達支援の合計 

 

 

＜居宅訪問型児童発達支援の利用回数見込＞ 
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＜放課後等デイサービスの利用人数・利用日数見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保育所等訪問支援の利用回数見込＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜障害児相談支援の利用人数見込＞ 
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【今後の方策】 

○「あい・さかい・サポーター養成研修」（※）などの研修や事業者育成等を通じて、事業者の支援

の質の向上を図っていきます。 

○身近な地域の障害児支援の中核である障害児等療育支援事業の機能を活かし、障害児支援に係る

関係機関の連携を強化することにより支援の充実を図ります。 

○児童発達支援センターの専門的な知識・技術を活かし、市の中核的な支援機関として、保育所等訪

問支援や障害児相談支援などの地域支援機能を拡充します。また、並行通園の利用児等について、

在籍する地域のこども園や幼稚園の後方支援や連携した支援を進めます。 

○障害児相談支援については、子育て支援や教育等の施策や機関との連携、発達支援や保護者支援

の視点とその知識が必要であることから、「あい・さかい・サポーター養成研修」や障害児等療育

支援事業により事業所支援などを行います。また、計画相談支援における方策と同様に、障害児相

談支援の基盤整備を進めます。 

○医療的ケア児等コーディネーターを養成し、地域支援のネットワーク体制の構築を進めます。 

※「あい・さかい・サポーター養成研修」：地域の学校・認定こども園・保育所・幼稚園・障害児支援事業所等、子どもの

発達支援に携わるすべての機関において、発達障害など特別な支援を必要とする子どもとその家族に適切な支援を行う

ことができるよう専門研修を実施。２か年度の研修修了生を、各機関及び地域において支援の中核となる「あい・さか

い・サポートリーダー」として認定している。  
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（２）発達障害者等に対する支援 

【事業内容】 

発達障害者支援地域協議会の

開催（堺市発達障害者支援専

門部会） 

「堺市障害施策推進協議会発達障害者支援専門部会」を発達障

害者支援地域協議会に位置づけています。発達障害者支援センタ

ー及び他の支援施策の現状把握や課題検討、乳幼児期から成人期

までの一貫した支援体制の整備について調査・研究を行い、その

結果を堺市障害者施策推進協議会に報告します。 

発達障害者支援センターにお

ける支援 

発達障害者に対する支援の地域拠点として、発達障害者及びそ

の家族からの相談に応じ、指導又は助言を行います。また、関係

機関との連携強化等により、発達障害者に対する地域における総

合的な支援体制の整備を推進し、発達障害者及びその家族の福祉

の向上を図ります。 

 

相談支援 

発達障害者及びその家族からの相談に応じ、適切な指導や助

言、情報提供を行います。また、関係機関等との連絡調整やケー

ス会議の開催など発達障害者への継続的なケースマネジメント

を行います。 

発達支援では、適切な指導や助言、情報提供を行います。また、

来所・電話による面談を中心とし必要に応じ嘱託医による相談も

行います。 

就労支援では、適切な指導や助言を行い、必要に応じて就労に

関する関係機関への同行面談等を行います。また、ハローワーク、

障害者職業センター、障害者就業･生活支援センター、障害福祉サ

ービス事業所等との情報共有や情報交換により連携した支援を

行います。 

 

関係機関への助言 

相談支援に伴う関係機関との情報共有等（調整会議）を開催し、

就労移行支援事業所・就労継続事業所・医療機関など関係機関職

員への助言(機関コンサルテーション）を行います。 

 

外部機関や地域住民へ

の研修、啓発 

発達障害者の障害特性及び対応等について、支援者への研修等

を行います。また、当事者と協働で啓発活動を行い、利用者自身

の自己理解、支援者側の当事者理解と対応力向上を図ります。 

発達障害啓発週間におけるパネル展や市民向けセミナーの開

催、専門機関への講師派遣等の取組を行います。 

発達障害者や家族等に対する

支援体制の確保 

発達障害者とその家族その他の関係者が適切な対応をするこ

とができるよう、関係機関と連携を図りつつ、相談、情報の提供

及び助言を行います。また、発達障害者及びその家族が互いに支

え合うための活動等を行う団体と連携し支援を進めていきます。 
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【見込量算定の考え方】 

各事業の見込量については、現状の利用実績の伸び方をふまえた設定としています。 

 
【発達障害者等に対する支援の見込量】 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

発達障害者支援地域協議会の開催（堺市発達障害者支援

専門部会） 
回/年 1 1 1 

発達障害者支援センターによる相談支援 件/年 3,057 3,126 3,195 

 発達支援延支援件数 件/年 2,043 2,112 2,181 

 就労支援延支援件数 件/年 1,014 1,014 1,014 

発達障害者支援センターによる関係機関への助言 ※1 件/年 15 15 15 

 発達支援に伴う助言件数 件/年 11 11 11 

 就労支援に伴う助言件数 件/年 4 4 4 

発達障害者支援センターによる外部機関や地域住民への

研修、啓発 
回/年 21 21 21 

 センター主催又は共催で企画した研修 回/年 7 7 7 

 講師派遣 回/年 10 10 10 

 地域住民向け講演会の開催等 回/年 4 4 4 

発達障害者や家族等に対する支援体制の確保    

 
ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等

の支援プログラム等の受講者数 
人/年 24 30 30 

 ペアレントメンターの人数 － 発達障害の当事者やその家族への支援

として、当事者会や親の会などの紹介

を行う。また研修やセミナー等の開催

における連携を進める。  ピアサポートの活動への参加人数 － 

 
【今後の方策】 

○発達障害の正しい理解と対応方法、発達障害者支援センターをはじめとする相談機関等の周知を

より一層進めます。 

○発達障害者支援センターについては、引き続き相談支援・啓発・研修を行います。また、他の支援

施設・事業所への後方支援を強化していきます。 

○「4・5歳児発達相談」などの発達相談を引き続き行います。また、関係機関と連携し、早期発見・

早期支援のより一層の充実を図ります。 

○発達障害の診療を行う医療機関のネットワークを構築し、診療可能な医療機関を増やし、その支

援を行います。また、かかりつけ医等への発達障害に関する研修を行い、受診しやすい環境を整備

します。 

○「あい・ふぁいる」（※）の活用を推進し、関係機関が連携したとぎれのない支援体制を構築して

いきます。 

○「あい・さかい・サポーター養成研修」などを通じて、各機関における支援力の向上と地域におけ

る連携強化を図ります。 

※「あい・ふぁいる」：支援を必要とする子どもたちの個々の育ちを大切にし、関係機関が情報を共有することで、乳幼
児期から学齢期、青年期、そして成人期までのライフステージを通し、一貫した継続的な支援を受けられるように作成
されたバインダー形式の個別支援ファイル。 
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３ 堺市子ども・子育て支援事業計画の障害児支援 

【事業内容】 

「あい・ふぁいる」活用推進

事業 

支援をつなぎ広げるためのコミュニケーションツールとして作

成した個別支援ファイル『あい・ふぁいる』の活用を推進するため、

活用セミナーを開催します。 

障害児等療育支援事業の充

実 

障害児その他療育が必要と認められる障害児の地域における生

活を支えるため、身近な地域で療育指導、相談等が受けられる支援

体制を充実します。また、他の療育機関等との重層的な連携によ

り、障害児及びその家族の福祉の向上を図ります。 

こどもリハビリテーション
センター管理運営事業 

こどもリハビリテーションセンター(児童発達支援センター)を

設置し、将来、地域社会の中でいきいきとした暮らしを送ることが

できるように援助します。 

発達障害者(児)支援事業 

「4・5歳児発達相談」やペアレントトレーニングを実施し、発

達障害の早期発見・早期対応、二次的な適応障害の予防や子育て支

援を行います。 

発達障害者支援センター運

営事業 

発達障害者(児)に対する支援の地域拠点として、発達障害者(児)

及びその家族からの相談に応じ、指導又は助言を行います。また、

関係機関との連携強化等により、発達障害者(児)に対する地域に

おける総合的な支援体制の整備を推進し、発達障害者(児)及びそ

の家族の福祉の向上を図ります。 

発達障害啓発事業 

4月2日～8日の発達障害啓発週間に自閉症をはじめとする発達

障害について市民に広く周知するために、堺市のランドマークを

シンボルカラーである青(ブルー)でライトアップします。また、発

達障害に関する講演会、パネル展、ブックフェア等を実施し、発達

障害の正しい理解と対応方法や相談機関等を周知します。 

障害児通所支援事業者育成
事業 

指定障害児通所支援事業者等を対象として、障害児の発達支援・

訓練等に関する助言、指導及び研修等を実施することにより、事業

所職員の支援技術の向上を図ります。また、指定基準並びに各ガイ

ドラインに基づいた障害児通所支援を推進し、障害児の発達支援

に資することで障害児通所支援事業の質の向上を図ります。 

発達障害医療機関等支援事
業 

円滑な発達障害の診療体制を整備するため、発達障害の高度な

専門性を有する医療機関を中心とした医療のネットワークを構築

し、医療関係者に向けた研修や医療支援及び受診を希望する当事

者等に対する情報提供等を実施することにより、発達障害に対応

できる専門的な医療機関の確保を図ります。 

また、どの地域においても一定水準の発達障害への対応を可能

とするため、発達障害者等が日頃より受診する診療所の主治医等

の医療従事者等に対して、発達障害に関する国の研修(国立精神・

神経医療研究センターで実施している「発達障害早期総合支援研

修」、「発達障害精神医療研修」、「発達障害支援医学研修」)の

内容を踏まえた研修を実施します。 

あい・さかい・サポーター養
成事業 

地域の認定こども園・保育所・幼稚園・学校・障害児支援事業所

等、子どもの発達支援に携わるすべての機関において、発達障害な

ど特別な支援を必要とする子どもとその家族に適切な支援が行え

るよう専門研修を実施し、各機関及び地域において中核となるサ

ポートリーダーを養成します。 
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障害児施設入浴サービス事
業 

自宅で入浴することが困難な12歳から18歳に達した以後最初

の3月31日までの障害児に対し、施設入浴サービスを提供し、当該

障害児の身体の清潔の保持・心身機能の維持を図り、その家族等の

介護負担の軽減を図ります。 

医療的ケア児等コーディネ
ーター養成研修 

地域の障害児通所支援事業所、保育所、放課後クラブ及び学校等

の職員に医療的ケア児等への支援に従事できる者を養成するため

の研修や、医療的ケア児等の支援を総合調整する医療的ケア児等

コーディネーターを養成するための研修を実施します。 

障害児保育の充実 

障害のある子どもと、ない子どもがともに育ちあうことにより、

児童の健全な発達に資するもので、集団保育が可能な範囲におい

て、保護者の就労などにかかわらず、障害のある子どもを認定こど

も園・保育所などで受け入れます。 

子ども相談所事業(障害児支

援関係) 

児童福祉司や児童心理司などが、子どもを取り巻く状況や子ど

もの心理状況などを総合的に判断して、子ども・保護者・関係者等

に対し助言や指導を行うほか、子どもの障害特性の把握に努め、家

庭や学校等における環境調整の働きかけを行うなど問題の改善に

取り組みます。また、療育手帳の判定等も行っています。 

障害者（児）自立生活訓練事

業の推進 

地域で自立生活を望む障害者(児)に対し、集団生活に関する指

導を行うことや適切な日常生活訓練の機会を提供することによ

り、自立に必要な力と自立意欲を高め、地域での自立生活を促進し

ます。 

障害者基幹相談支援センタ

ー事業 

障害がある人やその家族等からの相談に応じ、地域で安心して

その人らしい生活をおくれるよう、関係機関と連携しながら支援

する機関です。なお、区域を担当する区障害者基幹相談支援センタ

ーと、市全域(広域)を担当する総合相談情報センターがあります。 

早期支援員派遣事業 

発達障害等により配慮を要する幼児に対する早期支援として、

教員等に指導助言を行う専門家を公立幼稚園に派遣し、幼稚園、家

庭が協力して支援できる園内体制を整え、幼児の特性に応じた支

援をします。 

ユニバーサルデザインスク

ール事業・発達障害児等専

門家派遣 

発達障害児等に対する個に応じた指導の一層の充実を図るた

め、教員及び保護者等に対し、発達障害に関する専門的な知識・技

能をもつ専門家による指導助言を行います。 

放課後児童対策事業におけ

る障害のある児童の受け入

れの推進 

個々の児童の障害の状況を把握し、施設面や設備面、また指導員

の現状を踏まえ､総合的な判断により可能な限り受け入れ、必要に

応じて指導員を追加配置します。 

私立幼稚園巡回相談事業 

市内の私立幼稚園に在園する発達に課題のある園児等に対する

個に応じた指導を支援するため、専門家による巡回相談を行い、園

児への指導方法や配慮すべき内容等を教職員に直接助言する機会

を持つことにより、障害のある幼児の私立幼稚園での受け入れを

促進します。 
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【目標事業量等】 

堺市子ども・子育て総合プラン（第2期堺市子ども・子育て支援事業計画）における障害児支援の

事業実績、令和6年度の目標事業量等は以下のとおりです。 

 

事業名 
計画策定時(平成30年度) 

実績事業量 

令和元年度 

実績事業量 

令和6年度 

目標事業量等 

「あい・ふぁいる」活用推進

事業 

セミナー開催 1回 

＊別途あい・さかい・サポ

ーター養成研修で実施 

セミナー開催0回 

セミナー開催予定だったが

新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止。 

※別途あい・さかい・サポ

ーター養成研修で実施。 

支援者向けのセミナーを開

催します。また、「あい・ふ

ぁいる」の周知を進めます。 

障害児等療育支援事業の充

実 

実施団体:7団体 実施団体：7団体 実施団体:9団体 

こどもリハビリテーション

センター管理運営事業 

医療型児童発達支援センタ

ー定員数：70人、福祉型児

童発達支援センター定員

数：150人。並行通園の実施 

医療型児童発達支援センタ

ー定員数：50人、 

福祉型児童発達支援センタ

ー定員数：150人。 

並行通園の実施。 

施設の果たす役割を踏まえ

た柔軟な療育支援の提供に

取り組みます。 

発達障害者(児)支援事業 

4・5歳児発達相談:年75回 4・5歳児発達相談：年77回 継続し、地域の関係機関等

との連携を進め、早期支援

の充実に努めます。 

発達障害者支援センター運

営事業 

支援人数：(実)1,940人(う

ち、18歳以下343人) 

相談・支援件数：(延)2,850件 

支援人数：(実)1,959人(う

ち、18歳以下355人) 

相談・支援件数：(延)2,919

件 

継続して実施 

発達障害啓発事業 講演会参加者数：117人 講演会参加者数：70人 継続して実施 

障害児通所支援事業者育成

事業 

機関支援件数：(延)183件 機関支援件数：(延)231件 機関支援件数：(延)156件 

発達障害医療機関等支援事

業 

令和元年度新規事業 かかりつけ医等発達障害対

応力向上研修：2回実施。 

拠点医療機関に発達障害医

療コーディネーターを配

置。 

継続して実施 

あい・さかい・サポーター養

成事業 

新規受講者数84人、修了者

数113人 

新規受講者数78人、 

修了者数40人 

サポートリーダー認定者

数：(累計)300人 

障害児施設入浴サービス事

業 

延べ支援件数780件、利用

登録者数19人 

延べ支援件数632件、 

利用登録者数19人 

継続して実施 

医療的ケア児等コーディネ

ーター養成研修 

令和2年度新規事業 
― 

継続して実施 

障害児保育の充実 実施保育所の割合100％ 実施保育施設の割合100％ 継続して実施 

子ども相談所事業(障害児

支援関係) 

（延べ件数） 

肢体不自由相談：9件 

視聴覚障害相談：0件 

言語発達障害等相談：2件 

重症心身障害児相談：2件 

知的障害相談：1,785件 

発達障害相談：15件 

（延べ件数） 

肢体不自由相談：6件 

視聴覚障害相談：0件 

言語発達障害等相談：1件 

重症心身障害児相談：1件 

知的障害相談：1,766件 

発達障害相談：10件 

継続し、相談体制の充実に

努めます。 

障害者（児）自立生活訓練事

業の推進 

障害者(児)登録事業所：4か

所 

障害者（児）登録事業所：4

か所 

障害者(児)登録事業所：5か

所 

障害者基幹相談支援センタ

ー事業 

相談人数：12,666人(うち

障害児1,205人) 

相談件数：70,652人(うち

障害児4,900人) 

相談人数：12,224人 

(うち障害児1,139人) 

相談件数：66,667人 

(うち障害児4,866人) 

各区役所1か所の障害者

(児)関連相談窓口設置体制

を継続 

早期支援員派遣事業 
公立幼稚園全園で実施 公立幼稚園全園で実施（休

園中の1園をのぞく8園） 

継続して実施 



34 

 

事業名 
計画策定時(平成30年度) 

実績事業量 

令和元年度 

実績事業量 

令和6年度 

目標事業量等 

ユニバーサルデザインスク

ール事業・発達障害児等専

門家派遣 

訪問指導回数：48回 訪問指導回数：54回 ニーズを踏まえ、充実に向

け方向性を検討します。 

放課後児童対策事業におけ

る障害のある児童の受け入

れの推進 

501人 受入児童数：529人 可能な限り受け入れ 

私立幼稚園等巡回相談事業 

巡回実施園数：14園 実施園数：13園 巡回相談を希望する全ての

私立幼稚園での本事業の実

施 

 

 

【今後の方策】 

○認定こども園、保育所、放課後児童対策事業等における障害児の受け入れは、児童の健全な成長に

資するものでもあり、今後も受け入れを推進していきます。 

○発達障害児等への指導を充実するため、学校に対し専門家による巡回相談を行うなど、組織的な

支援体制の充実を図ります。 

○障害児及びその家族の生活を支えるため、身近な地域で相談や療育等が受けられる支援体制の充

実を図ります。また、福祉・教育・医療等分野を横断した関係機関の連携を推進していきます。 

○発達障害児については、４・５歳児発達相談の実施など、早期発見・早期支援体制の充実を図りま

す。 
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第５章 計画の推進と進捗管理 

 

１ 計画推進の基本的な考え方 

本計画は行政計画であり、目標に向け、本市が主体的に施策・事業の推進に取り組んでいきます。

また、施策・事業の効果的な展開を図り、障害者のよりよい暮らしを実現していくためには、行政の

みならず、関係する多様な主体がその力を発揮していくことが重要となることから、行政はもとよ

り、障害当事者、事業者、各分野における関係機関、地域などのさまざまな主体が「協働」し、「地

域共生社会」の実現をめざし、目標に向かって取組を進めていくことを基本的な考え方とします。 

 

２ 計画の推進体制 

庁内においては、「堺市障害者施策推進委員会」を継続設置し、関係部局相互の連携を図りながら、

さまざまな行政分野にわたる本計画の施策・事業を総合的に推進します。 

全市的体制としては、「堺市障害者施策推進協議会」において、幅広い見地から本計画の進捗管理

や本市の障害者施策の課題検討など意見聴取を行い、計画の適切な推進を図ります。また、「堺市障

害者自立支援協議会」からの意見聴取等も行いながら、計画を推進します。 

計画の推進にあたっての課題や多様なニーズを把握するためには、障害者やその家族、支援者等の

視点を取り入れていくことが重要となります。本計画の推進にあたっても、障害者不在の障害者施

策とならないよう、障害者やその家族、支援者の意見を聞く場を設けるなどの取組を通じて、計画推

進への当事者参画を促進します。 

 

３ 計画の普及･啓発 

市ホームページをはじめ、さまざまな媒体を活用して、計画を広く公表します。また、本市におけ

る障害者福祉の考え方や施策の内容をわかりやすく紹介するなど、障害者施策への市民の理解を深

めるよう努めます。 

 

４ 計画の進捗管理と評価 

本計画を着実に推進し、施策・事業を円滑に進めていくためには、計画の進捗管理を適切に行い、

計画の評価や新たな課題への対応などを図っていくことが必要です。そこで、上記の推進体制を本

計画の進捗管理と評価を行う基本的な枠組みとして位置づけ、計画進捗状況の点検・評価を行うこ

とで、計画の効果的かつ継続的な推進を図ります。点検・評価の結果については、市ホームページ等

で市民に公表します。 

計画の進捗管理における具体的な手法としては、毎年度を評価のサイクルとして、「計画の立案

（Plan）」⇒「事業の実施（Do）」⇒「事業の評価・検証（Check）」⇒「計画の改善（Act）」の

PDCA サイクルによる循環的マネジメントを実施し、本計画の所管課において目標達成状況、サー

ビス利用量等の進行状況について整理・検討を行います。 
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PDCA サイクルによる計画の点検・評価の指標については、国の指針および大阪府の考え方等もふ

まえ、「成果目標」と「活動指標」を位置づけます。「成果目標」は、その達成状況について毎年度

（3 月時点）の分析・評価を行います。「活動指標」は目標の達成に関し、サービス提供量など活動

状況の指標となるものであり、進捗状況について年２回（９月時点、３月時点）の分析・評価を行い

ます。これらのプロセスを通じて、必要な場合には事業の見直し等の対応を図るなど、計画の適切な

推進に向けた取組を行います。 

障害者福祉に関する制度等の大きな変化など、本計画の前提に大きな影響を与えると想定される

変化が生じた場合は、後述の毎年度の点検・評価とは別に、計画期間中においても必要に応じて計画

内容の見直しを行い、本計画の効果的、合理的な推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の内容をふまえ、取組
を推進する。 

点検・評価の結果をふまえ、必要があると認め
るときは、事業の見直し等を実施する。 

計画に成果目標と活動指標を設定し、事業推進やサービ
ス確保の方策等を定める。 

年１回、目標の達成状況について実績を把握し、社会情勢の変化
や関連施策の動向等もふまえながら、計画の進行状況の分析・評
価を行う。 

計画（Plan） 

改善（Act） 
実行（Do） 

評価（Check） 
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＜点検・評価の指標＞ 

成果目標 活動指標 

福祉施設の入所者の地域生活への移行 

○地域生活移行者の増 

○施設入所者の減 

○訪問系サービスの利用者数、利用時間数 

○生活介護、自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行

支援、就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）・就労定着支援の利

用者数、利用日数 

○短期入所の利用者数、利用日数 

○共同生活援助の利用者数 

○地域相談支援（地域移行支援、地域定着支援）の利用者

数 

○施設入所支援の利用者数 

精神障害にも対応した地域包括ケアシス

テムの構築 

○精神病床における長期入院患者数の減 

○精神病床における３か月・６か月・１年

時点の早期退院率の向上 

○精神障害者の精神病床から退院後1年

以内の地域における平均生活日数 

○訪問系サービスの利用者数、利用時間数 

○生活介護、自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行

支援、就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）の利用者数、利用日

数 

○短期入所の利用者数、利用日数 

○自立生活援助の利用者数 

○共同生活援助の利用者数 

○地域相談支援（地域移行支援、地域定着支援）の利用者

数 

○保健、医療及び福祉関係者による協議の場の開催回数、

関係者ごとの参加者数 

〔開催回数 R3:1回、R4:1回、R5:1回〕 

〔参加者数 R3:17人、R4:17人、R5:17人〕 

○保健、医療及び福祉関係者による協議の場における目

標設定及び評価の実施回数 

〔実施回数 R3:1回、R4:1回、R5:1回〕 

地域生活支援拠点等の整備及び運営状況

の検証及び検討 
○地域生活支援拠点の活動内容・実績 

福祉施設から一般就労への移行等 

○就労移行支援・就労継続支援（Ａ型・Ｂ

型）を通じた一般就労への移行者の増 

○就労定着支援事業を利用する一般就労

移行者の増 

○就労定着率が8割以上の就労定着支援

事業所の増 

○就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）を通じた一

般就労への移行者数 

○就労移行支援の利用者数、利用日数 

○就労定着支援の利用者数 

工賃の向上 ○就労継続支援Ｂ型事業所の工賃 
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成果目標 活動指標 

障害児支援の提供体制の整備等 

○児童発達支援センターの整備 

○保育所等訪問支援を利用できる体制の

構築 

○主に重症心身障害児を支援する児童発

達支援事業所及び放課後等デイサービ

スの整備 

○医療的ケア児支援のための、保健、医療、

障害福祉、保育、教育等の関係機関等が

連携を図るための協議の場の設置、関係

分野の支援を調整するコーディネータ

ーを地域の実情に応じて福祉関係1名、

医療関係1名配置 

○児童発達支援、医療型児童発達支援、放課後等デイサー

ビスの利用者数、利用日数 

○保育所等訪問支援、居宅訪問型児童発達支援の利用者

数、訪問回数 

○障害児相談支援の利用者数 

○児童発達支援、医療型児童発達支援、放課後等デイサー

ビスにおける重症心身障害児等の利用者数、利用日数 

○医療的ケア児支援に関する協議の場の設置および活動

内容・実績 

○医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコー

ディネーターの配置人数 

相談支援体制の充実・強化等 

○地域の相談支援事業者に対する訪問等による専門的な

指導件数、助言件数（年間） 

〔指導・助言件数 R3:350件、R4:350件、R5:350件〕 

○地域の相談支援事業者の人材育成の支援件数（年間） 

〔支援件数 R3:15件、R4:15件、R5:15件〕 

○地域の相談機関との連携強化の取組の実施回数（年間） 

〔実施回数 R3:15件、R4:15件、R5:15件〕 

障害福祉サービス等の質を向上させるた

めの取組に係る体制の構築 

○大阪府が実施する障害福祉サービス等に係る研修その

他の研修への市職員の参加人数 

〔参加者数 R3:30人、R4:30人、R5:30人〕 

○障害者自立支援審査支払等システムによる審査結果を

活用し、エラーの多い項目等について、事業所と共有す

る体制の有無、実施回数 

〔共有体制 有〕 

〔実施回数 R3:1回、R4:1回、R5:1回〕 

○障害福祉サービス事業所等に対する指導監査の適正な

実施とその結果を関係自治体と共有する体制の有無、

共有回数 

〔共有体制 有〕 

〔共有回数 R3:1回、R4:1回、R5:1回〕 
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第６章 資料編 

 

１ 障害者数、障害福祉サービス等利用状況 

（１）障害者手帳所持者数等 
 

（２）障害福祉サービス支給決定者・障害支援区分認定者の状況 
 

（３）障害福祉サービス等の利用状況 
 

 

 

２ 検討・策定組織及び策定経過 

（１）検討・策定組織 
 

（２）計画策定経過 
 

 

 

３ 障害者総合支援法・児童福祉法（抜粋） 

 

 

 

 


